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1. はじめに 

昭和 40年代から建設された鋼製砂防構造物は，現在まで

の約40年間で4600基以上の施設が建設されており,土砂災

害防止に貢献している．一方で,近年,社会インフラの老朽

化による機能・性能の劣化が問題となっており, 鋼製砂防

構造物においても老朽化対策が課題の一つとなっている． 

鋼製砂防構造物における老朽化の原因のひとつとして，

錆の発生（腐食）による劣化が挙げられる．新編・鋼製砂防

構造物設計便覧（以下，「便覧」という）では，腐食による

鋼材の有効断面厚の低減を考慮して腐食しろを設定してい

る 1)．ただし，想定している腐食環境については，酸性河川

や火山地帯といった，鋼材の腐食速度等に関する知見が少

ない特殊な環境を除いた場所を条件としている．そこで，本

研究では，そのような特殊な環境における腐食傾向などの

知見を蓄積するため，平成 17年頃から 5年ごとに様々な腐

食環境における鋼製砂防構造物の腐食調査を継続して行っ

ており，本報告においては，火山地帯に設置した暴露供試体

の腐食調査結果について示す． 

 

2. 調査概要 

2.1 供試体概要 

 本調査では，2005年に桜島の野尻川 7号堰堤の右岸側護

岸後方付近に設置した暴露供試体の板厚計測を行った．設

置場所，設置状況，供試体概要をそれぞれ図 1，図 2， 表 

1に示す． 

 

図 1 暴露供試体設置場所 

 

図 2 暴露供試体設置状況 

表 1 供試体概要 

 

2.2 腐食量の計測方法 

鋼管の計測箇所は図 2の手前側を川側，奥側を山側とし

て計測した．腐食量は鋼材表面の錆を削って落とした後，測

定計で板厚測定し，初期値と比較することで算出した．腐食

量は下記の通り定義した． 

腐食量(mm)＝健全部の板厚(mm)－腐食部の残存板厚(mm) 

測定面の前処理，板厚の測定は 2019 年 12 月に（一財）

砂防フロンティア整備推進機構より発刊されている「主に

鋼材を用いた砂防施設の維持管理マニュアル」（以下,維持

管理マニュアル）に準じ，超音波厚さ計を用いて鋼管の板厚

を計測した．計測は JIS規格：JIS Z 2355：2005（超音波パ

ルス反射法による厚さ測定方法）に則り行った．計測に用い

た板厚測定使用機器の仕様を表 2，計測状況を図 3に示す． 

表 2 板厚測定機器の仕様 

 

 

図 3 計測状況 

2.3 供試体設置環境 

 桜島に設置した暴露供試体は，流水の影響を受けないた

め，主な腐食要因は降雨や火山ガスによるものと考えられ

るが，ここでは火山ガスの影響を確認することとした．表 

3に，全国環境研協議会が公表している 2020年度における

全国の大気中ガス成分表 3)を示す．なお，表 3の鹿児島県

での測定値は，鹿児島県鹿児島市城南町（図 4）で測定さ

れた値である．表 3より，鋼材を腐食させる可能性の高い

成分の一つと思われる SO2の濃度に着目すると，鹿児島県

の値は全国中央値，平均値を大きく上回っており，腐食環

境が厳しい地帯に該当する． 

部材 材質 サイズ（mm） 表面処理

STK400 Φ267.4×6.0×1394 塗装2回塗り

STK490 Φ267.4×6.0×1394 無塗装（黒皮）
鋼管

機器名
一般・腐食検査用　超音波厚さ計CMX

（株式会社TMIダコタ製）

測定範囲 0.63～508mm

超音波精度 ± 0.01mm
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表 3 2020年度の大気中のガス成分の年平均濃度 3) 

 

 

図 4 鹿児島県の大気中ガス成分測定場所 

 

3. 調査結果と考察 

3.1 塗装による防食効果 

暴露供試体の設置状況（図 2）を観察すると，表面処理

が無塗装の鋼管は層状剥離錆が生じていることが確認で

き，塗装 2回塗りの鋼管は塗装が残存していることが確認

できた．本調査は暴露供試体の設置後 19年目の腐食調査

であり，塗装による防食は桜島のような厳しい腐食環境下

においても，20年程度は十分に効果を発揮し，便覧で示し

た考えのように，腐食の発現を長期間抑制することによ

り，耐久性の向上に寄与することが期待される．この防食

効果の最終的な有効期間は不明であるが，引き続き実施す

る本調査において，この期間を確認予定である．また，本

調査の暴露供試体は流水が掛からない場所に設置されてい

るため，常時流水や中小出水時による影響は考慮していな

い点に留意が必要である． 

3.2 無塗装鋼管の腐食量 

無塗装鋼管の腐食量および腐食量推定式を図 5に示す．

重工業地帯，大都市工業地帯，海岸地帯，田園地帯の腐食

量推定式は陸上鉄骨構造物防食研究会による推定式であり
4),桜島暴露供試体の腐食推定式は本調査結果を基に導出し

た推定式である．図 5より，暴露供試体の腐食量の推移傾

向は重工業地帯における腐食量推定式と近しい傾向を示

し，腐食量は経過時間に比例して収束する傾向を示した． 

桜島暴露供試体（川側）の調査結果により導出した腐食

量推定式を用いて，腐食量および年平均腐食速度を推定し

た．併用期間を 50～80年とした場合，腐食量は 1.5mm～

2.0mm，年平均腐食速度は 0.023～0.019mm/year程度とな

り，便覧で設定されている通常環境を想定した場合の腐食

しろ 0.5mmを超える恐れがあることが示唆された．推定結

果に従った場合，厳しい腐食環境下においても腐食しろを

2.0mm程度確保することで，適用できる可能性があるが，

火山ガスの濃度や成分，降雨などの影響も含めて総合的に

検証する必要があることから，今後も継続的に腐食調査を

実施し知見の蓄積を行う予定である． 

なお，今回の調査対象箇所と同様に火山地帯である三宅

島では，火山ガスへの腐食対策として，新設の鋼製砂防堰

堤に飽和ポリエステルの粉体塗装が採用されている事例が

ある．腐食環境が厳しい地帯でも鋼製砂防構造物を設置す

る必要がある場合，このような腐食対策を施すことで適用

可能であることを参考事例として紹介する． 

 
図 5 暴露供試体の腐食量および腐食量推定式 

 

4. 結言 

火山地帯（桜島）に設置した暴露供試体の腐食調査を行

った結果，腐食量は経過時間に比例して収束傾向にあるこ

とを確認した．なお，腐食量の推移傾向としては，重工業

地帯における腐食推移と近い傾向であることが分かった．

今後も継続して調査を行い，知見を深めていく． 
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